
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（古河市）総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：茨城県古河市 

 

 

 ３ 調査圏域：古河市全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和２年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

 本市の都市計画道路は、当初昭和 13 年より決定され、令和元年現在では 38 路線、

計画延長計約 114km が都市計画決定されている。 

 しかしながら、財政的な制約や既存市街地での事業化の困難性などにより、整備済

み路線は 11 路線、整備済み区間は約 64km に留まっている。 

 また、人口減少時代の到来による市街地拡大の収束、厳しい財政状況に伴う公共事

業のより透明性の高い効率的な推進等、都市計画道路を取り巻く環境は大きく変化

している。 

 これらの社会経済情勢の変化を踏まえ、市内の都市計画道路の必要性に変化が生

じ、実態にそぐわなくなっている路線も存在しており、市の都市計画道路網の考え方

を再検討する取り組みが必要となっている。 

 上記に加えて、本市を取り巻く道路状況は、日野自動車の本格稼働や、新４号バイ

パスの６車線化、圏央道の開通等によって大きく変化し、交通量の増加がみられる。 

 そのため、長期未着手となっている都市計画道路について、現在の社会経済情勢を

踏まえた都市の将来像に照らし合わせ、計画の必要性、事業の支障となる要因等を評

価し、計画の継続、変更、廃止の方向性を判断するために調査を実施するものであ

る。 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 （古河市）総合都市交通体系調査 

 

 

２ 報告書目次 

 

序章 業務概要 

 

Ⅰ章 古河市の概況と都市計画の状況整理 

 

Ⅱ章 都市計画道路及び再検討対象路線の概要整理 

 

Ⅲ章 上位計画・関連計画等における位置付け整理 

 

Ⅳ章 都市計画道路再検討概略カルテ作成 

 

Ⅴ章 各種協議支援 

 

Ⅵ章 設計協議 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

古河市都市計画道路再検討基礎調査業務 

発 注 者 ： 古 河 市 長  針  谷   力 

事務局：古河市都市建設部都市計画課計画係 

 

 

 

株式会社 国際開発コンサルタンツ 水戸事務所 

所長 浅川 淳 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等：設置なし 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

都市計画道路再検討業務は、都市計画決定後、長期間未着手となっている都市計画

道路について、都市計画道路としての計画の継続、変更等の方向性を明らかにするこ

とを目的とするものであり、令和２年度及び令和３年度の２箇年での事業を予定し

ており、本業務はその１年目にあたる基礎調査業務である。 

本業務は、前提条件整理として都市計画道路再検討路線の抽出を行うほか、再検討

対象路線について「上位計画等における位置付け」、「道路機能面での重要性」、「代

替路線の状況」、「事業化の課題点」、「道路構造令との整合」などの主に定性的な

状況整理を行い、再検討対象路線の概略的な評価結果をまとめ、都市計画道路再検討

の大筋の方向性を明らかにした後、都市計画道路の路線ごとに計画の必要性や事業

の支障となる要因等を評価することを目的とするものである。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 



 ３ 調査圏域図 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 



 
「茨城県都市計画道路再検討指針」に基づき、都市計画道路の位置付け、道路機能、

代替路線、事業化阻害要因などの観点から評価を行った。 
 

 


